「ふるさと喪失」による精神的苦痛の当事者における認識構造-福島県浪江町民「精神的損害実態調査アンケート」の二次分析より- by 川副 早央里 et al.
「ふるさと喪失」による精神的苦痛の当事者におけ
る認識構造-福島県浪江町民「精神的損害実態調査
アンケート」の二次分析より-
著者 川副 早央里, 西野 淑美, 高木 竜輔
著者別名 Saori KAWAZOE, Yoshimi NISHINO, Ryosuke TAKAKI
雑誌名 東洋大学社会学部紀要
巻 57
号 2
ページ 59-73
発行年 2020-03
URL http://id.nii.ac.jp/1060/00011844/
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
「ふ 喪失」によ け 四野淑芙
ー
目的は、 より
入っ
こ
と そして るさと
と
）て な ている
る
こと ると る。 た、
り、
よ
を つ
よって
ま
ませてい,.,0 
59 
東洋大学社会学部紀要第57-2号
よりも そして
? ? ?
といっても
?
いるケ
?
゜
おり
?
?
?
る。
つ
としては、目に
ど、
?
?
た、
ついては、
に
や
??
?
??
ょ
?
??
?
60 
「ふ 喪失」によ け 四野淑芙
を
され、同日
れた
か
?
で
してい
HPより）。 5月 は、 1 し を
り
るヽ。
に る
え (3 よ
した ま
と も に
よる る (4 
゜ く5
よ
リ 日 ことで、 と ってきた
よ と
2. さと
と、 おいて
しておきたい。
し きた よ さと とは
と・と
゜
「自 」とい
り
るさと と • 192-3)。 かも、 コミュー ィ
東洋大学社会学部紀要第57-2号
など、 ものに
?
もつも ? ?
?
?
になってき
た。
?
?
? ?
?
?
下回る
?
の
て、 ） 。
ルンツ さと とどまらないこと
?
? ?
「ふ 喪失」によ け 四野淑芙
3. 
? ?
るさと よる
を
ることによって、
?
で、
きる。
??
タは
ない（）
部
?
つ
いるものと
?
?
東洋大学社会学部紀要第57-2号
4. クロ
ま よ て、 さと、 よる
る。
た る。 らを
1 した の
た 1 （） と については、
これ
こと」
6 
つ ちの さ二1,」 ま を
よ
「」と
いて計算）を記載し る。無回答を く全回答者の中 4 5と
' → よ~, 
を「 l
?
??。、 ? ???
?
てい
よって，自
る
した。
いた
6 
った。
? ?
と
まず「 たらさ につ
?
される
表1 精神的苦痛35項目の分類および苦痛程度4・5と回答した割合
苦肴程度4 • 5と回 口 した吾1合(~Oc}2~1i1i~'.~~O〗ま(;;5;□汀。） I 巴］丑戸避り詈〗;:全体 性別(nc11261)戸 性(nc5459) (nc5675) P 全回答者中の無回答率P I (5沿以上の場合のみ）
??
【1】原発事故に直接起因してもたらされた精神的苦痛
①自分の現在や将来の健1東に不安
②日分の結婚、出,,..に不安
③子（孫）の納婚、出産に1、安
④被ばくしたごとによる差別・偏見の苦荊、 不安
⑤放射能が見えない、 剃こえない、呆わない、味がしない、触っても分からない恐怖
⑥現在も遠力ヘ避薙出来ない苦病、不安
⑦1氏祁昂被ばく」による影奔がはっきりわからない1、安
【2】避難したことにより避難元で生じた精神的苦痛
a. 地域社会での人間関係（つながり）が失われたことによる苦痛
⑧浪江町で長年交際してきた友人と会えなくなった悲しみ、友人の安合を気述う不安
⑨避薙により破壊された地域コミュニティが元通りになるのか不安
⑯伝統文化、伝統芸能を守り継ぐことのてきない皿念、苦痛
b. 地域社会に根差す生活凡盤か失われたことによる苫描
⑪浪江町での日々の生活を思い出し、これからの生活を即向きに考えることができない井涌
⑫仕事（生菜、J:iI仕事も含む）や趣味を失って、 「生きがい」ややりがい」かなくなってしまった告痛
⑬長年生活してきた愛若のある琢に住むことが出束ない無念
⑭先祖、故人の供投、お塾参りかてきない告痛
⑮家や肥、敷地、円畑、家缶などが荒れ放起たが、手を入れることが出来ない苫痛
【3】避難したことにより避難先で生じた精神的苦痛
a 人間関係による支えが脆弱であることによる苦痛
⑯泡難兌では近所に知り合いがいたいため、人との交流が断たれ、孤独で1、安の苦痛
⑰避難巾のため、避難先の地域コミュニティヘ遠窓する、参加をためらうなど馴染めない苦痛
⑱家族の離が」や牛活サイクルの変化により、家放の会話や門らんを失った苫痛
⑲避難生活では家族や視戚O)[llの適度な距離を保つことかできず、不仲になってしまった告痛
b. 生活基盤が脆弱であることによる苦痛
こなり、いつも落ち店かず気を使う苦痛
家族間のプライバシーが守られない苦痛
寒販0)芹か激しい、和厖による湿気など、住瑛塊か劣忠
裕）ば狭い、階段の上り下りかある、近隣かうるさいなど、仕環J党が悪い【／三二三／二二i二多~~~口等IJiミjj[[,11,~t]旦lJ!曲省略
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表2 因子分析の結果
人間関係
の喪失
将来への避難先の被ばくへ
不安 生活の苦の不安
難
継承性の
喪失雪攣一
!1~1§1~
~ 
????????????
?
ー?
? ? ? ? ? ? ?
0.389 
0.383 
??
⑯避難先では近所に知り合いがいないため、人との交流が断たれ、孤独で不安の苦痛
⑰避難中のため、避難先の地域コミュニティヘ遠慮する、参加をためらうなど馴染めない苦痛
⑧浪江町で長年交際してきた友人と会えなくなった悲しみ、友人の安否を気遣う不安
⑨避難により破壊された地域コミュニティが元通りになるのか不安
⑪浪江町での日々の生活を思い出し、これからの生活を前向きに考えることができない苦痛
⑩伝統文化、伝統芸能を守り継ぐことのできない無念、苦痛
⑫仕事（生業、畑仕事も含む）や趣味を失って、「生きがい」や「やりがい」がなくなってしまった苦痛
⑲避難生活では家族や親戚の間の適度な距離を保つことができず、不仲になってしまった苦痛
⑱家族の離別や生活サイクルの変化により、家族の会話や団らんを失った苦痛
⑳土壌や水質も含め、町内全域が安全に暮らすことができる線量まで除染されるのか不安
⑳原発の廃炉までに、また事故が起きないか不安
⑳中間貯蔵施設、最終処分場の建設や安全性に不安
⑪避難先などでの生活再建に向け、十分な賠償金が支払われるのか不安
⑳いつ帰ることが出来るのか、本当に帰ることが出来るのか不安
⑰浪江に戻っても、または避難先でも隣近所と支え合い、楽しく暮らすことができるか不安
⑫仮設、借上住宅等にいつまで住むことになるのか、またいつまで住むことができるか不安
⑮生活（人生）設計が狂ってしまい、これからどうすればいいのか困惑する苦痛
⑬避難先（借上住宅等）は狭い、階段の上り下りがある、近隣がうるさいなど、住環境が悪い
⑫仮設住宅は狭い、寒暖の差が激しい、結露による湿気など、住環境が劣悪
⑪避難先の住宅は狭い等で、家族間のプライバシーが守られない苦痛
⑭通学、通勤が不便、または長距離等で時間が掛かり苦労する
⑮移動にお金が掛かる（タクシー等）、または苦労する（誰かに頼まなければ出掛けられない等）
⑳避難先の住宅は近隣が気になり、いつも落ち着かず気を使う苦痛
⑬自分の就学・進学先、就職先をどこにしたらいいか悩む苦痛
⑭子（孫）の就学・進学先、就職先をどこにしたらいいか悩む苦痛
⑦「低線量被ばく」による影響がはっきりわからない不安
⑤放射能が見えない、聞こえない、臭わない、味がしない、触っても分からない恐怖
①自分の現在や将来の健康に不安
④被ばくしたことによる差別・偏見の苦痛、不安
③子（孫）の結婚、出産に不安
⑥現在も遠方へ避難出来ない苦痛、不安
②自分の結婚、出産に不安
⑮家や庭、敷地、田畑、家畜などが荒れ放題だが、手を入れることが出来ない苦痛
⑬長年生活してきた愛着のある家に住むことが出来ない無念
⑭先祖、故人の供養、お墓参りができない苦痛
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「ふ 喪失」によ け 四野淑芙
?
?
そ
ておきた
ヽーニティ
??
くなっ
ており、
?
なっており、
と
などにおいて
??
?
?
?
まさ
して
bと
ょ ?
東洋大学社会学部紀要第57-2号
と ら 。しか b は、
る ヽ ものも ゜
と
は、 る と と こと し
。よって、この と る
と、 ける る と り と
目 ロ （） 
ないた
ミュ ティ
と
ティ り な
ができな
き 」 り 」 ＜ つ し
ま
と き つ まっ
を
そして、第5 3 目 ゜
こと
?
ティ
??
ティに
る（）
り
とか
さ り vヽ のとして
さえておきたい。
と
そ 自 とし さ と
70 
「ふ 喪失」によ け 四野淑芙
明らかとなった。
たり よ されて と
り、そ よ さ したこと
よっ
によっ よ たの る。そして、このよ
と て
と とし してい の
゜
6. り
と
し‘ とを
した。 な 当 に と て さと とに
」ヽと た ％ 
だっ ち として り
た。 」とし た
し
と た と
と゜ る。
と る と と
していくこと ヽ とさ ゜
東洋大学社会学部紀要第57-2号
の侵害と
?
淡路剛久• 吉村良一
と
河崎健一郎・
料波書店
川副早央用・
［東日
黒田由彦、
ィ形成とその課題」「杜会学年報」
棚澤明子、
・f: 屋葉・料永理恵• 井□高志• 田宮遊子、
牛活書院
??
）??（?
?
? ?
?
災復興研究論集編集委員会編
部：
『原発避難者の声を聞く
か」淡路剛久ほか編
料波書店
『ふるさと喪失損害』
「ふ
Fukushima Nuclear 
homeland. 
in 
nuclear 
The result 
about in half 
evacuation 
the future. 
lhe 
dific ullies in 
as the 
evacuation site 
喪失」によ け 四野淑芙
to the 
~ about mental damage resulting from the 
the citizens of Xamie Town, Fukushima Prefecture. 
the mental 
the site. The difference 
ment1one d and 
toward the future. There difference among the 
in human relations and mental about 
human the 
the concept of "the loss of homeland" 
human relations and the factor of a loss 
the loss 
as well as the 
